
プランとは？ 国連に公認・登録された国際ＮＧＯで、プラン・ジャパンはその一員です。アジア・アフリカ・中南米 51 カ

国で、学校建設、予防接種、職業訓練など、子どもたちの能力と可能性を育む地域開発活動を行っています。1978 年

にネパールでの活動を開始。子どもたちへの教育、保健、生計の安定、権利擁護を中心に支援を行ってきました。 

公益財団法人プラン・ジャパン                                           2015年 5月 11日 

 

 

 

 

 

 

 

国際NGOプランは、2015年 3月に実施したネパールへのスタディツアーについて、同 5月 17日（日）に東京・三軒茶屋

にて参加者らとともに報告会を実施します。また、4月 25日に発生したネパール大地震に対する緊急支援活動も行って

おり、被災地の子どもたちの現状と、復興のために必要とされる支援についてもお話しします。 

 

 

プラン・ジャパンの支援者 16人は、2015年 2月 28日～3月 8日の日程

でネパール東南部の活動地域を訪問。「児童労働」「早過ぎる結婚」な

どで教育の機会を奪われ、健康を損なうなど、子どもたちが直面する問

題と、その解決にむけた活動を視察しました。こうした問題は、自然災

害の際にはさらに子どもたちを苦境に追い込みます。報告会では、参

加者自らが見聞きした現場の様子をお伝えします。また、ネパールにチ

ャイルド（支援者と手紙などで交流する）がいる参加者が、ネパールの

子どもたちへの思いを来場者にうったえます。             

               

＜学校再開、子どもにやさしいスペース、Safe Schoolプロジェクト―今、プランが取り組むこと＞ 

災害発生後、緊急支援物資の支給を行う一方、子どもたちを人身売買

や虐待のリスクから守り、長期的視野で復興を目指すのがプランの活

動の特徴です。被災地の子どもたちが安全な日常を取り戻すために、

プランはすでにカトマンズ郊外に「子どもにやさしいスペース」を開設。

今後は被災地で100カ所の仮設学習スペースを開設し、1万2,000人の

子どもたちを受け入れる計画をたてています。 

一方でプランは災害が起きる前から、防災と緊急支援活動の拠点とし

て安全な学校作り（Safe School プロジェクト）に取り組んできました。平

時から続くこうした活動が地域の人材を育て、災害時には地域復興の

ために人々が立ち上がるための後押しをします。プラン・ジャパン職員が 

平時、そして緊急事態にも有効な活動についてご説明します。 

 

報告会詳細 

【日時】 2015年 5月 17日（日） 13：30～15：30（開場：13：15～） 

【場所】 世田谷区三軒茶屋 キャロットタワー4階 世田谷文化生活情報センター 生活工房 ワークショップルーム 

（東急世田谷線三軒茶屋駅すぐ） 

※当日、会場では募金箱を用意し、支援へのご協力もうったえます。 

 

この報告会の告知、また当日取材を御紙にてご検討いただきたく、よろしくお願いいたします。 

また、プランはマクワンプールなどネパール各地で活動をしており、現地スタッフへの取材が可能です。 

 

このリリースに関するお問い合わせ先 

公益財団法人プラン・ジャパン  広報担当 後藤/久保田 

〒154-8545 東京都世田谷区三軒茶屋 2-11-22-11F 

ＴＥＬ 03-5481-6517/080-3303-6712  FAX 03-5481-6200   goto@plan-japan.org 

ネパール・スタディツアーおよび 
大地震緊急支援の報告会開催（5月 17日・三軒茶屋） 

3月にネパールを訪問した国際 NGOプラン･ジャパン支援者が発表 

 

活動地域の人々と 

子どもにやさしいスペースで 
ゲームに興じる子どもたち 

＜「児童労働」「早過ぎる結婚」―日本からの 16人が、地震前から子どもたちを苦しめる問題を視察・報告＞ 


